
 

 

 

令和２年度 
 

 

 

事 業 報 告 書 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人多古町社会福祉協議会 
 



1. 法人運営  

(1)理事会・評議員会の開催 
  開催回数 理事会3回、評議員会3回 

 

【理事会】 

  定款の規定に基づき、理事会を3回開催し、議案等を審議した。 

  第1回 

   令和 2年 5月25日(月) 決議の省略の方法により行った。 

   １．平成31年度事業報告及び収支決算の承認について 

２．評議員選任・解任委員会委員の選任について 

３．評議員の選定について 

４．福祉サービスに対する苦情解決に関する第三者委員の選任について 

５．定時評議員会の招集について 

  第2回 

   令和 2年12月21日(月)午後1時30分 多古町社会福祉協議会 2階会議室 

   理事13名・監事2名出席 

１．社会福祉事業補正予算（案）について 

２．職員の給与及び手当等に関する規程の一部を改正する規程の制定について 

３．評議員の選定について 

４．評議員会の招集について 

５．第34回多古町社会福祉大会について 

  第3回 

令和 3年 3月24日(水)午後1時30分 多古町社会福祉協議会 2階会議室 

理事14名・監事2名出席 

   １．社会福祉事業第2次補正予算（案）について  

２．役員賠償責任保険契約締結について 

３．令和3年度事業計画及び予算（案）について 

４．評議員会の招集について 

 

【評議員会】 

  定款の規定に基づき、評議員会を3回開催し、議案等を審議した。 

  定時評議員会 

   令和 2年 6月 9日(火) 決議の省略の方法により行った。 

   １．平成31年度事業報告及び収支決算の承認について 

２．理事退任に伴う選任について 



  第2回 

   令和 3年 1月 4日(月) 決議の省略の方法により行った。 

   １．社会福祉事業補正予算（案）について 

２．退任に伴う理事の選任について 

第3回 

令和 3年 3月31日(水)  決議の省略の方法により行った。 

１．社会福祉事業第2次補正予算（案）について 

２．令和3年度事業計画及び予算（案）について 

 

(2)監査の実施 

【監査】 

定款第22条の規定に基づき土井清司・平山幸治両監事により、理事の業務執行の

状況及び法人の財産の状況について監査を実施した。 

令和 2年 5月19日(火) 午前10時00分 多古町社会福祉協議会 2階会議室 

【内部経理監査】 

  経理規程第71条の規定に基づき、適切妥当な経理処理がなされているか、担当理

事による内部経理監査を実施した。 

   令和 2年12月25日（金） 多古町社会福祉協議会 事務室 

   令和 2年 3月30日（火） 多古町社会福祉協議会 事務室 

 

(3)評議員選任・解任委員会開催 

  定款第7条第1項の規定に基づき、評議員の選任及び解任を行うため設置。 

第1回評議員選任・解任委員会 

  令和 2年 5月29日(水) 午後3時 多古町社会福祉協議会 2階会議室 

  ・評議員の選任について 

第2回評議員選任・解任委員会 

  令和 2年12月21日(月) 午後3時 多古町社会福祉協議会 2階会議室 

  ・評議員の選任について 

 

(4)職員の研修 

  業務担当者としての資質向上のため、各種研修会・会議に職員を参加させた。 

 

年月日 内容 場所 担当職員 

2/07/15 多職種連携アセスメント研修会 多古町保健福祉センター 林 

2/07/30 地域ケア会議 多古町保健福祉センター 林 

2/08/26 県共募支会事務担当者会議 オンライン会議 栁田 



2/09/04 安全運転管理者講習 多古町コミュニティプラザ文

化ホール 

宇井 

2/09/07 地域ケア会議 多古町保健福祉センター 林 

2/10/11 地域別ボランティア研修会（香取） 旧石出小学校（東庄町） 栁田 

2/10/21 先進地社協視察・情報交換 山武市社会福祉協議会 宇井・佐藤 

2/10/28 感染防止対策定期ミーティング オンライン研修 向後 

2/10/31 ホームヘルパー研修会 千葉県社会福祉センター ﾍﾙﾊﾟｰ 3 名 

2/11/04 地域ケア会議 多古町保健福祉センター 林 

2/11/15 サービス提供責任者業務習得研修 千葉県社会福祉センター 向後 

2/11/17 市町村社協事務局長会 専門委員会 千葉県社会福祉センター 宇井 

2/11/22 ホームヘルパー研修会 千葉県社会福祉センター 向後 

2/12/08 多古町介護支援専門員連絡会 多古町保健福祉センター 林 

2/12/13 ホームヘルパー研修会 千葉県社会福祉センター ﾍﾙﾊﾟｰ 2 名 

2/01/14 放課後学童支援員認定資格研修 成田国際文化会館 支援員 6 名 

2/01/19 放課後学童支援員認定資格研修 成田国際文化会館 支援員 6 名 

2/01/21 放課後学童支援員認定資格研修 成田国際文化会館 支援員 6 名 

2/01/22 障害虐待研修 オンライン研修 向後 

2/01/26 放課後学童支援員認定資格研修 成田国際文化会館 支援員 6 名 

3/02/09 多古町介護支援専門員連絡会 多古町保健福祉センター 林 

3/02/14 ホームヘルパー研修会 千葉県社会福祉センター ﾍﾙﾊﾟｰ 1 名 

3/02/15 県共募香取・海匝ブロック会議 オンライン会議 栁田 

3/02/18 災害ボランティアセンター運営スタッ

フ養成講座 

オンライン会議 栁田 

3/02/18 感染防止対策定期ミーティング オンライン研修 向後 

3/03/03 地域福祉・地区社協担当者及びボランテ

ィアセンター担当者スキルアップ研修 

オンライン会議 人見・栁田 

3/03/05 県共募事務局長会議 オンライン会議 宇井 

3/03/18 日常生活自立支援事業連絡会議 オンライン会議 人見 

3/03/13 講演会「新型コロナウイルスと共存する

社会」 

多古町コミュニティプラザ文

化ホール 

向後 

3/03/27 介護報酬改定説明会 TKP ガーデンシティ千葉 林 

通年 社会福祉主事任用資格認定通信課程 通信課程 栁田 

 

 



２．会費、寄付金 

(1)会員の状況 

区 分 対 象 会 員 金 額 

一般会費 町内全世帯 3,715 件 3,715,000 円 

賛助会費 福祉施設・団体等 9 団体 123,000 円 

特別会費 会社・事業所等 77 社 406,000 円 

合 計   4,244,000 円 

 

(2)寄附金の状況 

金銭 20 件 1,060,635 円 (団体 19 件 903,993 円、個人 4 件 156,642 円） 

物品  3 件（衣類 9点、紙パンツ・紙パット、車いす＠35000×2 台） 

３． 地区社協事業 

  地域福祉の増進を図ることを目的に、地区社会福祉協議会を町内 6 地区に設置し、

事業の推進に努めた。 

(1)地区社会福祉協議会連絡会議（正・副会長） 

 町内 6地区社協の正・副会長 12名で構成。地域間の情報交換や連絡調整を図る。 

 コロナ禍の中での地域福祉活動について、各地域による話し合い、事例検討をした。 

総会 令和 2年 8 月 11 日 於 社協会議室 

委員会 令和 3年 3 月 16 日 〃 

 

 (2)地区社協会議及び活動状況 

地域の福祉課題等の協議、各所属団体の報告・情報交換を行い、地域ごとにネット

ワーク作り（強化）に努めた。 

感染症拡大予防の観点により各地区敬老行事は中止とした。代替事業として対象高

齢者にエコバッグの配布を実施した。 

 

【多古第一地区社会福祉協議会】 

役員会 令和 2年 4 月 16 日 於 社協会議室 

総会 令和 2年 5 月 8 日 書面決議 

役員会 令和 2年 7 月 9 日 於 社協会議室 

・敬老行事 感染症予防の観点により中止 

・視察研修会 感染症予防の観点により中止 

 

 



 

【多古第二地区社会福祉協議会】 

役員会 令和 2年 4 月 6 日 於 社協会議室 

総会 令和 2年 5 月 22 日 書面決議 

理事会 令和 2年 7 月 29 日 於 五辻共同利用施設 

・敬老行事 感染症予防の観点により中止 

・視察研修会 感染症予防の観点により中止 

【多古第三地区社会福祉協議会】 

理事会 令和 2年 4 月 9日 於 牛尾共同利用施設 

総会 令和 2年 5 月 16 日 書面決議 

理事会 令和 2年 7 月 13 日 於 牛尾共同利用施設 

役員会 令和 3年 1 月 13 日 於 会長宅 

・敬老行事 感染症予防の観点により中止 

・視察研修会 感染症予防の観点により中止 

  【久賀地区社会福祉協議会】 

役員会 令和 2年 4 月 2日 於 社協会議室 

総会 令和 2年 5 月 12 日 書面決議 

役員会 令和 2年 8 月 6日 於 社協会議室 

・敬老行事 感染症予防の観点により中止 

・視察研修会 感染症予防の観点により中止 

・友愛訪問事業    令和 2 年 12 月 15 日 

 【常磐地区社会福祉協議会】 

理事会 令和 2年 5 月 30 日 書面決議 

総会 令和 2年 5 月 30 日 書面決議 

・多古特養慰問   感染症予防の観点により中止 

・敬老行事    感染症予防の観点により中止 

・視察研修   感染症予防の観点により中止 

・広報誌「ふくしんときわ」発行 令和 3年 3月 25 日  

【中地区社会福祉協議会】 

総会 令和 2年 7 月 28 日 於 中村小学校 

・敬老行事   感染症予防の観点により中止 

・視察研修   感染症予防の観点により中止 

 ・健康講演会     感染症予防の観点により中止 

   

 



４．広報啓発事業 

活動状況の紹介、情報の発信を行い福祉活動に対する協力の促進を行った。 

(1)多古町社会福祉協議会広報紙「さざんか」の発行 

  活動を紹介し福祉増進を図るため、各区を通じ全戸へ配布した。 

    第121号  令和 2年 5月1日 発行 4,700部 

    第122号  令和 2年 8月1日 発行 4,700部 

第123号  令和 2年10月1日 発行 4,700部 

第124号  令和 3年 3月1日 発行 4,700部 

 

(2)社協ホームページの運営管理 

  ・適時更新し福祉活動のお知らせや情報の発信を行った。 

・SNS（Facebook、Twitterなど）によるタイムリーな情報発信を行った。 

・広報誌は年4回の発行となり、場合によっては情報が古くなるため、イベントの

情報やスピード感をもって発信するような内容に関しては随時更新する。 

      

ホームページURL 

    http://www.takoshakyo.jp 

 

SNSアカウント 

Twitter ： ＠takoshakyo 

  Facebook ： ＠takoshakyo 

 

(3)社協パンフレットの作成 

福祉活動の普及啓発を図るため、活動内容など掲載したパンフレットを作製し

た。 

 

 

 

 

 

 

 



５．ボランティア活動育成事業  

 ボランティア活動に対する理解や関心を深めるため、ボランティア団体や会員の 

育成・連携を図った。 

 

(1)ボランティアセンターの運営 

  ボランティアコーディネーターを配置し、需給調整や連絡調整を行った。 

  ・登録人数  809人 

  ・登録グループ   25グループ  個人 38人 

・登録ボランティアの損害保険加入 658人(うち災害保険25人) 

 

(2) ボランティア連絡協議会の運営  

  ボランティア団体間の相互連携、連絡調整親睦を図るため設置。(13グループ) 

 

(3) ボランティア講座・研修会の開催  

講座・研修 開催日 参加者 内 容 

総会 書面決議 － 事業報告決算・事業計画予算について 

ボランティア

の集い  

 － 中止（感染症防止） 

地域別（香取

地区ボランテ

ィア研修会 

10月11日 4名 コロナ禍での活動 

多古町社会福

祉大会 

 － 中止（感染症防止） 

 

(4) 防災ボランティアの育成 

  ・千葉県赤十字防災ボランティア第4ブロック多古町地区協議会の団体事務。 

  ・会員の防災意識を高め、災害時に様々な対応ができるよう研修・訓練を行う。 

   

 

 

 

 

 

 

 



６．相談事業 

 生活上の悩みごと、心配ごとの相談に応じ、関係機関の紹介や助言を行った。 

(1)心配ごと相談所 

毎週水曜日、午後1時30分から3時30分まで開設 

開設日34日 （感染症拡大予防により開設日を減らした） 

相談件数3件（財産1、金銭1、家族1） 

 

単位：件 

相談事項 

生   計  

金   銭 1 

年   金  

職業・生業  

住   宅  

家   族 1 

結   婚  

離   婚  

健康・衛生  

医   療  

精神・衛生  

人権・法律  

財   産 1 

事   故  

児童福祉母子保健  

教育・青少年  

心身障害者・児  

母 子 父 子  

老 人 福 祉  

苦   情  

そ の 他  

合   計 3 

 

 

 



７．介護保険事業 

(1)居宅介護支援事業所の運営 

指定居宅介護支援事業所として、適切な介護サービスを総合的かつ効果的に提供

するとともに関係機関との連携に努め、サービス計画の策定を行った。 

 ケアマネジャー 1名配置  

ケアプラン作成 424件  予防 80件 

 

(2)訪問介護、予防・日常生活支援総合事業の実施 

要介護状態、要支援状態にある高齢者に対し、保険、医療、福祉との連携を図り

ながら訪問介護サービスの提供に努めた。  

訪問介護   233件   予防介護・日常生活支援総合事業  153件 

 

８．障害者福祉事業  

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定障害

福祉サービスを提供（居宅介護・同行援護事業）  

居宅介護件数 16件  同行援護 6件 

 

９．在宅福祉事業 

 (1)ひとり暮らしふれあい訪問事業の実施 

  ひとり暮らし高齢者等を対象に民生委員児童委員を通じ実施した。 

  感染症拡大予防のため、令和2年4～6月、令和3年2～3月は中止とした。 

  ・乳酸菌飲料を配付し声掛け見守り活動 毎月2回訪問 

  ・対象者数 174名 延べ1,627名 

 

 (2)配食サービス事業の実施 

  ひとり暮らし高齢者等を対象に、多古町保健推進員会や運転ボランティアと共に

訪問し、声掛け・安否確認を行った。 

  感染症拡大予防のため、手作り弁当ではなく町内業者による仕出し弁当で対応。 

  ・配食回数   年8回 

  ・対象者数    59名 延べ456名 

 

 

 



 (3)日常生活用具貸出事業の実施 

  町内在住の方々に車いす、ギャッチベッドなどを貸し出した。 

   ・車いす貸し出し      延べ124台 

   ・ギャッジベッド貸し出し  延べ  3 台 

    

10．外出支援サービス事業 

 多古町在住で単独では公共交通機関の利用困難な方々への移動サービスを行った。 

 ・登録車両 4台 

（ストレッチャー・車いす対応 1、車いす対応 2、助手席回転座椅子 1） 

 ・運行回数  425 件（町内 198 件、町外 227 件）   

 ・登録会員数 156 名（介護認定者、障害者手帳交付者等） 

 

11．多古町いきいき健康サロン事業（多古町受託事業） 

町内空き店舗を利用し、誰もが立ち寄ることのできるサロンを運営した。 

  愛 称 「わぁーかちぃーと」 

  場 所  多古町多古 2721-1 

  開所日時 9 時～18時（水曜日、年末年始休館） 

  年間総利用者   3,137 人 

稼働日数      253 日（感染症予防のため 4 月 1日～6 月 3日閉館） 

 

12．各種資金貸付事業 

千葉県社会福祉協議会より委託を受け、低所得者、高齢者、障害者世帯等の経済的自

立と安定した生活の維持を目的に貸付事業を実施した。 

(1)生活福祉資金貸付（千葉県社会福祉協議会受託事業） 

相談件数  147件  

 種  別 令和2年度新規貸付件数 現在償還中件数 

総合支援資金 11件 5件 

福 祉 資 金 緊急小口資金  38件 緊急小口資金  4件 

教 育 資 金 0件 7件 

新型コロナウイルス感染症の影響による貸付の相談、申請が増加した。 

 

 

 



(2)生活福祉資金償還業務  

償還時期を迎えた生活福祉資金借用者に対する償還業務、指導。 

 

(3)多古町社会福祉協議会小口資金貸付事業 

どこからも借入が出来ず、所持金も少なく生活ができない方を対象に当面の生活

費の貸付・相談をする。 

貸付件数 1件 

13．共同募金事業  

千葉県共同募金会多古町支会事務局の運営 。 

『つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃない～』をスローガンに展

開した。 

(1)「赤い羽根共同募金運動」実施 

実施期間   10月1日から12月31日まで 

募金目標額 2,130,000円   募金実績額 2,077,470円（達成率97.5%） 

【募金内訳】 

募金内訳 単位：円 

個別募金（54区） 1,844,100 

学校募金 114,976 

団体募金 84,891 

協力店 23,503 

個人募金 10,000 

 ・前年度募金からの配分金1,803,000円は、老人福祉、障害児・者福祉、児童青少

年福祉、社会福祉大会運営費、共同募金活動費に使わせていただきました。 

  詳細は「赤い羽根データベースはねっと」にて公開しております。 

  URL：https://hanett.akaihane.or.jp 

 

(2)「歳末たすけあい運動」を実施 

実施期間   12月1日から12月31日まで 

募金目標額 600,000円   募金実績額 669,706円（達成率111.6%） 

配分額    633,950円 

【配分内訳】 

配分事業 単位：円 

見舞金（22世帯、11施設、1団体） 440,000 

見舞品（バスタオル、35人） 103,950 

地域福祉活動費（ﾐﾆﾃﾞｲ） 90,000 



 (3)その他活動 

 「いきいきフェスタTAKO」での街頭募金は、イベント中止のため未実施。 

赤い羽根協力店として町内の協力店舗に募金箱を設置 

  （平山書舗、泉ベーカリー、セイミヤ多古店、多古中央病院売店、道の駅多古、 

   池田屋、池田屋ストア、BASH、釜屋食堂支店） 

14．児童福祉事業 

(1)学童保育所の運営 

放課後に帰宅しても保護者の保育を受けられない児童の遊び及び生活の場

を提供し、児童の健全な育成を図ることを目的に、多古町より業務を受託し

運営した。 

    開所時間  月曜日～金曜日   授業終了～午後7時 

          土曜日・長期休業  午前 8時～午後7時 

    開設場所  ・多古学童保育所 多古町多古2540-1 

          ・久賀学童保育所 多古町大門204-3 

          ・中村学童保育所 多古町南中365-1 

          ・常磐学童保育所 多古町川島199 

支援員 31名（放課後児童支援員、教員免許等所持者28名、無資格3名） 

・学童保育所だよりの発行（6月、12月） 

・定例会議（感染症予防の観点により10/23、11/24、3/22の3回実施） 

・各学童の代表者会議、各学童単位での会議打合せを実施した。 

・放課後学童支援員認定資格研修に参加した。 

 【利用実績】                       単位：人 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

多古 579 374 1,064 1,240 845 1,121 

久賀 148 117 288 385 241 368 

中村 319 249 459 518 371 485 

常磐 50 64 136 106 99 68 

計 1,096 804 1,947 2,249 1,556 2,042 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

1,163 1,034 966 887 904 979 11,156 

370 302 290 249 251 281 3,290 

522 449 424 399 400 424 5,019 

63 58 49 44 54 81 872 

2,118 1,843 1,729 1,579 1,609 1,765 20,337 



 (2)交通遺児等援護激励事業 

   陸上交通事故等により父又は母(父又は母に代わる立場にある者を含む)を

失った18歳未満の町内在住の交通遺児等に対し民生委員児童委員を通じて見

舞金を交付し、援護激励をする。 

    令和2年度対象者 0名 

15．その他 

(1)日常生活自立支援事業（千葉県社会福祉協議会受託事業） 

判断能力が十分でない高齢者や障害者に、福祉サービスや日常的な金銭管理など

の援助を行い地域で安心して暮らせるよう支援を実施した。  

支援者数 1 人 

 

(2)介護福祉士実務者養成施設 

多古町内の介護サービス事業所では介護職員が不足する状況が続いているため、

町内の介護サービス事業所の協力を得ながら、介護人材の確保や育成を図ること

を目的とし実施した。 

    受講者12名 卒業人数10名 

 

(3)「フードバンクちば」への協力 

 家庭や事業所で余っている食品の寄付を募り、生活困窮者等への支援を行った。 

 

(4)火災・災害見舞 

 火災及び風水害等の非常災害の罹災者に対して見舞金を贈った。 

千葉県共同募金会から    火災 全焼 2件 20,000円 

     死亡 2件 20,000円 

                 

(5)苦情解決第三者委員の設置 

本会が提供する福祉サービスについて、利用者の権利を擁護し、福祉サービスの

適切な利用を支援する第三者委員を設置する。 

  苦情件数 0件 

   第三者委員   ・前橋辰雄 氏、永井敏雄 氏、藤田明也 氏 

   苦情解決責任者 ・宇井剛 

   苦情受付担当者 ・佐藤純一、林紀子、向後尚子 

 

 

 



(6)各種表彰 

永年にわたり社会福祉活動に功労のあった個人、団体又は地区に対しその功績を

たたえるため、顕彰した。 

 ・多古町社会福祉協議会会長表彰 

齋藤たけ様、平山嘉助様、篠崎一江様、林秀子様、姫岡國義様、 

多古中学校生徒会様、多古第一小学校児童会様、平山実咲様、一色涼成様、 

椎名麻由加様 

 

(7)ミニデイサービス事業 

 家に閉じこもりがちなひとり暮らし高齢者を対象にミニデイサービスを開催し生

きがいや活力を持ってもらう。 

常磐地区・中地区・久賀地区にて月1回開催。今後、町内全域に範囲を拡大する 

 

【利用実績】                       単位：人 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

久賀 ― ― ― 6 3 6 

常磐 ― ― 4 6 7 4 

中村 ― ― 6 7 8 7 

計 0 0 10 19 18 17 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

6 6 4 ― ― ― 31 

5 6 6 ― ― ― 38 

5 7 6 ― ― ― 46 

16 19 16 0 0 0 115 

   ※ 感染症拡大予防の観点により実施月を調整。 

久賀地区は７月より開始。 

 

(8)多古町地域福祉活動計画の策定 

 多古町の作成した地域福祉計画（地域福祉推進のための基盤や体制整備）に合わ

せ、それを実行するための活動・行動を具体的に示す地域福祉活動計画を一体的に

策定した。 

 多古町地域福祉計画と多古町地域福祉活動計画は、相互に補完しあう関係を保持

して、2つの計画が両輪となって地域福祉の推進を牽引していきます。 

  【計画期間】 令和 3年 4月から令和 8年 3月 

 



 

  令和2年度事業報告には、社会福祉法第45条の27第2項に規定する付属明細書につ

いては、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第34条第3項に規定す

る付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しな

い。 

 

    令和3年5月 

社会福祉法人多古町社会福祉協議会 


